
《参考資料－３》　　「工事契約価格適正化制度」の変遷　概要図

現行制度（Ｈ２１．１２～） 改正（Ｈ２３．７～）

［価格落札方式（契約制限価格２億円未満）］

最低制限価格適用工事 最低制限価格適用外工事

［総合評価落札方式］

最低制限価格
（75%程度）

[＝価格評価基準額]

最低入札額が審査対象
基準価格を下回った場
合
[価格評価基準額
＝最低入札額]

低入札調査

適正契約基準価格
（80%程度）

契約制限価格
（100%）

低入札基準価格
（87％程度）

低入札基準価格
（85%程度）

審査対象基準価格
又は最低制限価格

（77％程度）

失格

（調査なし）

制度導入前 旧制度

（～Ｈ１９．３） （Ｈ１９．４～Ｈ２１.１２）

契約制限価格
（100%）

（調査なし） （調査なし）

（調査なし）

(調査なし）

調査後無効 簡易調査

標準調査 簡易調査

機器設置系工種

失格 低入札調査

低入札調査

審査対象基準価格 審査対象基準価格 最低制限価格 審査対象基準価格

土木工事系工種土木工事系工種 機器設置系工種

（調査なし） （調査なし）
H20.12
引上げ

H21.5
引上げ

調査基準価格

（ヒアリング等の簡

便な調査）

80%
程度

85%
程度

100%

75%
程度

２度の低入札基

準価格引上げは

国の低入札調査

基準価格見直し

に伴い引上げを

実施

適正契約基準価格

100%

85%
程度
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